
新課程における理科の指導の対応状況

出典／ベネッセコーポレーション「新教育課程の指導に関する調査」　全国の高校の教務担当教師を対象に、2012 年 11〜12 月で実施。回答学校数 1857 校

●１年生の理科の履修科目構成
　（2013年度）

●理科の指導内容の変化への対応
　（2012 年度）

物理基礎、
生物基礎

42.8%

化学基礎、
生物基礎
29.1%

化学基礎、
地学基礎
7.3%

物理基礎、
化学基礎
5.7%

科学と人間生活、
化学基礎
3.5%

その他 11.5% 単位数を増やして対応した

教科内での指導の目線合わせを
行い、教科書の内容のうち、
ポイントを絞って教えた

全体的に授業の進度を速めた

家庭学習（宿題など）の
指導を強化した

学力の定着がなされているか
など、定点観測（小テスト、
外部テスト）を強化した

従来の指導で対応できた
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理科

履修科目の構成と
学習内容の変化への
対応の仕方
新課程において、理科の科目構成は大きく変わり、
事実上、ほとんどの高校生が物理、化学、生物の基礎を学ぶこととなった。
更に、大学入試では、国公立大の文系志望者はセンター試験で理科２科目がほぼ必須となる。
学習内容も、新課程で増えた単元、逆に扱いが軽くなった単元もある。
こうしたさまざまな変化に、現場はどう対応し、どのような指導をしているのか。
２校に現状と今後の方針を聞いた。

新課程

教科指導最前線
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愛
知
県
立
五
条
高
校
で
は
、
新
課
程
先

行
実
施
の
２
０
１
２
年
度
入
学
生
、
お
よ

び
13
年
度
入
学
生
の
理
科
の
履
修
科
目
を

次
の
よ
う
に
し
た
。
１
年
生
で
は
、「
物

理
基
礎
」「
生
物
基
礎
」（
各
２
単
位
）
が

全
員
必
修
。
２
年
生
で
は
、
文
系
は
「
化

学
基
礎
」（
３
単
位
）
の
み
必
修
、
理
系

は
「
化
学
基
礎
」（
２
単
位
）
と
「
化
学
」

（
２
単
位
）が
必
修
で
、「
物
理
」（
３
単
位
）、

「
生
物
」（
３
単
位
）
か
ら
の
選
択
。
３
年

生
で
は
、
文
系
は
「
応
用
理
科
」（
３
単

位
）、「
応
用
数
学α
」な
ど
を
、「
古
典
」「
サ

イ
ド
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
な
ど
と
の
選
択
と

し
、
理
系
は
「
化
学
」（
４
単
位
）
が
必

修
で
、「
物
理
」（
３
単
位
）、「
生
物
」（
３

単
位
）
か
ら
の
選
択
と
し
た
。
こ
の
よ
う

な
履
修
内
容
に
し
た
背
景
を
、
学
習
指
導

課
主
任
の
伊
藤
正
樹
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
国
公
立
大
進
学
希
望

者
が
大
半
の
た
め
、
理
科
の
必
履
修
科
目

は
、『
物
理
基
礎
』『
化
学
基
礎
』『
生
物

基
礎
』
と
し
ま
し
た
。
更
に
、
理
科
の
単

位
数
の
増
加
に
よ
る
他
教
科
の
授
業
時
間

数
へ
の
影
響
を
最
低
限
に
抑
え
る
た
め
、

現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
ま
し
た
」

　

１
年
次
に
「
物
理
基
礎
」
を
置
く
と
、

数
学
と
の
進
度
の
兼
ね
合
い
に
よ
っ
て
、

力
学
の
単
元
が
始
ま
る
時
に
、
数
学
で
三

角
比
、
ベ
ク
ト
ル
が
未
履
修
で
あ
る
こ
と

や
、
１
年
生
で
物
理
を
履
修
さ
せ
る
と
、

物
理
の
難
し
さ
を
避
け
よ
う
と
理
系
志
望

者
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
メ
リ
ッ

ト
の
方
が
大
き
い
と
伊
藤
先
生
は
話
す
。

　
「
１
年
生
で
『
物
理
基
礎
』
を
学
ぶ
こ

と
で
、
自
分
が
文
系
・
理
系
の
ど
ち
ら

の
適
性
が
あ
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
で

き
、
適
切
な
文
理
選
択
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

結
果
、
現
２
年
生
は
、
文
系
４
ク
ラ
ス
、

理
系
５
ク
ラ
ス
と
な
っ
た
。
現
３
年
生
と

比
べ
て
生
徒
数
が
１
ク
ラ
ス
増
え
た
学
年

で
あ
り
、
新
課
程
の
影
響
も
あ
っ
て
理
系

が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
た

が
、
実
際
に
は
、
生
徒
の
理
系
志
向
に
は

影
響
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
２
年
生
で
の

文
理
選
択
に
向
け
て
志
望
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
現
１
年
生
で
も
、
そ
の
傾
向
は

変
わ
ら
な
い
と
い
う
。

　

科
目
別
の
指
導
内
容
を
見
て
い
く
。
３

科
目
と
も
、な
る
べ
く
早
め
に「
物
理
」「
化

学
」「
生
物
」
の
教
科
書
の
内
容
を
終
え
、

３
年
生
12
月
以
降
は
セ
ン
タ
ー
試
験
の
演

習
が
混
ざ
る
よ
う
指
導
計
画
を
立
て
て
い

る
。
現
状
で
は
新
課
程
に
対
応
し
た
入
試

の
内
容
が
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
教
科
書

愛
知
県
立
五
条
高
校

◎
２
０
０
7
年
度
か
ら
65
分
授
業
×
５
コ
マ
を
採
用
。
土

曜
学
習
教
室
や
長
期
休
業
で
の
補
習
に
も
力
を
入
れ
、
生

徒
の
学
力
向
上
、
進
路
希
望
の
実
現
を
支
援
す
る
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学　

◎
１
・
２
学
年
各
約
３
６
０
人
、
３
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
３
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
筑
波
大
、
名
古
屋
大
、
大
阪
大
な
ど

に
２
０
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲

田
大
、
愛
知
大
、
南
山
大
、
名
城
大
、
同
志
社
大
、
立
命

館
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
６
６
４
人
が
合
格
。
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愛
知
県
立
五
条
高
校

文
理
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
考
慮
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
指
導
方
針
で
、

新
課
程
入
試
へ
の
対
応
を
図
る

学
校
事
例　
１

愛
知
県
立
五
条
高
校

水
谷
成
仁

み
ず
た
に
・
な
る
ひ
と

　

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
化
学
、
物
理
担
当
。

生
徒
の
志
望
傾
向
と
将
来
の
文
理

選
択
を
考
慮
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

生
徒
の
志
望
傾
向
と
将
来
の
文
理

選
択
を
考
慮
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

愛
知
県
立
五
条
高
校

新
正
司

あ
た
ら
し
・
ま
さ
し

　

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
物
理
担
当
。

愛
知
県
立
五
条
高
校

石
黒
義
晴

い
し
ぐ
ろ
・
よ
し
は
る

　

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
12
年
目
。
化
学
、
物
理
担
当
。

愛
知
県
立
五
条
高
校

渡
邊
晃

わ
た
な
べ
・
あ
き
ら

　

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
2
年
目
。
生
物
、
化
学
担
当
。

愛
知
県
立
五
条
高
校

伊
藤
正
樹

い
と
う
・
ま
さ
き

　

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
16
年
目
。
学
習
指
導
課
主
任
。

物
理
担
当
。

科
目
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
に
応
じ

授
業
に
も
変
化
が

科
目
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
に
応
じ

授
業
に
も
変
化
が
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に
準
じ
て
進
め
る
方
針
だ
。

　
「
物
理
基
礎
」
は
、
12
年
度
、
基
本
と

な
る
数
値
の
扱
い
方
や
計
算
処
理
方
法
の

指
導
に
時
間
を
掛
け
た
。
そ
れ
ま
で
の
指

導
経
験
か
ら
、
生
徒
は
数
値
の
扱
い
や
計

算
を
軽
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
か
ら

だ
。そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
習
得
さ
せ
た
後
、

力
学
に
重
点
を
置
い
て
授
業
を
進
め
た
。

物
理
担
当
の
新

あ
た
ら
し

正
司
先
生
は
、「
力
学
以

外
の
分
野
は
、
理
系
の
場
合
、
２
年
生
以

降
で
更
に
深
い
学
習
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
し
、
文
系
の
場
合
は
し
っ
か
り
指
導

し
て
も
多
く
の
生
徒
が
つ
い
て
こ
ら
れ
な

い
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
な
ら
ば
と
、
文

系
の
生
徒
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
力
学
に
焦

点
を
絞
り
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

　
「
物
理
」
は
、
２
年
生
以
降
の
単
位
数

が
減
っ
た
分
、
以
前
よ
り
授
業
の
進
度
を

上
げ
る
こ
と
を
意
識
し
、
演
習
問
題
を
精

選
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
大
接
続
を
意
識

し
、
原
子
物
理
に
力
を
入
れ
る
。

　
「
生
物
基
礎
」
は
、
学
習
内
容
の
増
加

や
単
元
順
序
の
変
更
な
ど
内
容
・
量
と
も

に
旧
課
程
か
ら
大
幅
に
変
わ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
教
師
間
で
指
導
の
足
並
み
を
そ
ろ

え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
12
年
度
は
プ
リ
ン

ト
を
作
り
、
担
当
教
師
２
人
は
そ
れ
を
基

に
授
業
を
進
め
た
が
、
13
年
度
は
そ
の
形

式
を
改
め
、
２
人
が
打
ち
合
わ
せ
を
し
な

が
ら
目
線
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

生
物
担
当
の
渡
邊
晃
先
生
は
、「
１
年
間
、

新
課
程
の
授
業
を
し
て
み
て
、
想
像
以
上

に
学
習
内
容
が
多
く
、
正
直
、
全
て
の
足

並
み
を
そ
ろ
え
る
の
は
厳
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
13
年
度
は
ど
こ
ま
で
教

え
る
か
の
目
線
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
授
業

は
各
自
の
方
法
で
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
」
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
厚
く
な
っ
た

教
科
書
は
、２
単
位
で
広
く
浅
く
指
導
し
、

発
展
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
３
年
生
の

補
習
で
扱
う
こ
と
に
し
た
。

　
「
化
学
基
礎
」
は
、
文
系
は
３
単
位
、

理
系
は
２
単
位
と
な
る
た
め
、
文
系
の
授

業
で
は
理
系
の
２
倍
ほ
ど
時
間
を
掛
け
、

丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
そ

れ
で
も
、
文
系
の
生
徒
間
で
は
、
１
学
期

で
既
に
学
力
差
が
開
い
て
き
て
お
り
、
小

テ
ス
ト
を
実
施
し
て
理
解
度
を
確
か
め
な

が
ら
進
め
て
い
る
と
い
う
。

　

一
方
、
理
系
の
授
業
は
、
旧
課
程
時
か

ら
教
師
作
成
の
プ
リ
ン
ト
で
進
め
て
い

る
。「
化
学
基
礎
」
の
分
は
12
年
度
に
作

成
し
た
が
、「
化
学
」
の
教
科
書
が
な
い

段
階
か
ら
作
り
始
め
た
た
め
、「
化
学
基

礎
」
の
発
展
の
内
容
と
「
化
学
」
の
内
容

と
で
重
複
し
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
そ

の
箇
所
は
「
化
学
基
礎
」
で
は
指
導
せ
ず
、

２
年
生
10
月
か
ら
始
め
る
「
化
学
」
で
行

う
と
い
う
。

　

理
系
の
化
学
担
当
の
石
黒
義
晴
先
生

は
、「
プ
リ
ン
ト
は
１
０
０
０
枚
程
、
新

課
程
に
合
わ
せ
て
作
り
直
し
ま
し
た
。
教

科
書
だ
け
で
は
不
足
し
が
ち
な
演
習
を
加

え
た
り
、
自
宅
で
出
来
る
小
テ
ス
ト
を
盛

り
込
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。『
化

学
基
礎
』
は
文
系
と
理
系
で
は
教
科
書
は

同
じ
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
授
業
時

間
数
や
指
導
の
深
さ
が
違
う
た
め
、
進
度

は
か
な
り
違
い
ま
す
。
授
業
で
間
に
合
わ

な
い
部
分
は
プ
リ
ン
ト
で
の
家
庭
学
習
に

担
わ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

実
験
を
行
う
機
会
の
あ
る
化
学
で
は
、

新
課
程
で
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
言
語

活
動
も
工
夫
し
て
取
り
入
れ
て
い
き
た
い

と
、
水
谷
成
仁
先
生
は
話
す
。

　
「
実
験
で
出
た
値
が
理
論
値
を
外
れ
て

い
る
と
、
生
徒
は
よ
く
『
失
敗
し
た
か
ら

考
察
で
き
ま
せ
ん
』
と
言
い
ま
す
。
そ
う

で
は
な
く
、
な
ぜ
理
論
値
と
違
う
の
か
、

ど
の
時
点
で
ず
れ
た
の
か
な
ど
を
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
思
考
力

な
ど
を
育
て
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

「化学基礎」のプリント図１

＊学校資料をそのまま掲載
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広
島
県
立
呉
昭
和
高
校
で
は
、
4
年
制

大
か
ら
専
門
学
校
、
就
職
ま
で
、
生
徒
の

さ
ま
ざ
ま
な
進
路
希
望
に
対
応
す
る
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
教
科
指

導
で
特
に
重
視
す
る
の
は
、生
徒
の
興
味
・

関
心
を
引
き
出
し
、
高
校
卒
業
後
も
自
ら

学
び
続
け
る
力
を
養
う
こ
と
だ
。
12
年
度

に
同
校
に
赴
任
し
、
化
学
を
担
当
す
る
教

務
主
任
の
佐
藤
強つ

よ
し

先
生
は
、「
理
数
科
目

　

進
学
指
導
で
は
、
理
系
志
望
者
に
は
物

理
の
履
修
を
勧
め
た
。
生
物
を
受
験
科
目

に
す
る
と
、
志
望
大
・
学
部
・
学
科
の
選

択
肢
が
ど
う
し
て
も
狭
ま
っ
て
し
ま
う
か

ら
だ
。
物
理
が
苦
手
と
い
う
理
系
の
生
徒

に
対
し
て
は
、
２
年
生
で
「
物
理
」
の
履

修
が
始
ま
る
際
、
土
曜
学
習
教
室
に
お
い

て
、
大
学
入
試
に
向
け
た
物
理
の
学
習
の

心
構
え
を
話
し
た
。
こ
の
補
習
を
担
当
し

た
新
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
理
系
を
選
ん
だ
以
上
、
物
理
か
ら
逃

げ
ら
れ
な
い
、
覚
悟
を
決
め
て
頑
張
れ
と

励
ま
し
、
生
徒
の
苦
手
意
識
の
高
い
分
野

を
復
習
し
ま
し
た
。
１
、２
年
生
の
土
曜

学
習
教
室
は
通
常
、
国
語
・
数
学
・
英
語

が
中
心
で
す
が
、
教
師
が
本
気
で
支
援
す

る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
物
理
の
時

間
を
特
別
に
設
け
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　

国
公
立
大
の
文
系
志
望
者
の
多
く
が
セ

ン
タ
ー
試
験
の
受
験
科
目
と
す
る
「
生
物

基
礎
」
は
、
２
年
生
で
は
授
業
が
な
い
た

め
、
２
年
生
の
４
、９
、１
月
の
校
内
実
力

考
査
で
、
生
物
を
課
す
こ
と
に
し
た
。
更

に
、
２
年
生
１
学
期
に
2
回
の
課
題
を
出

し
、
夏
休
み
に
は
文
系
を
対
象
に
補
習
を

２
時
間
行
っ
た
。
渡
邊
先
生
は
、
そ
の
意

図
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
２
年
生
の
１
年
間
、
授
業
が
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
生
徒
の
意
識
を
途
切
れ
さ

せ
な
い
よ
う
、
校
内
実
力
考
査
で
生
物
を

課
し
、
補
習
も
し
っ
か
り
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２
年
生
11
月
の
進
研
模
試
で
は
生

物
が
課
さ
れ
ま
す
が
、
何
も
せ
ず
に
模
試

を
受
け
さ
せ
る
よ
り
は
、
少
し
の
時
間
で

あ
っ
て
も
復
習
を
し
て
、
１
年
生
で
学
ん

だ
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
、
あ
る
程
度
の
得

点
を
上
げ
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
生
物
の
学
習
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

同
校
で
は
、
２
年
生
の
後
半
か
ら
大
学

入
試
に
向
け
た
指
導
が
本
格
化
す
る
。
国

語
・
数
学
・
英
語
の
学
習
は
重
要
だ
が
、

３
教
科
の
不
足
分
を
理
科
や
地
歴
・
公
民

で
カ
バ
ー
で
き
る
生
徒
も
い
る
。
文
系
で

も
セ
ン
タ
ー
試
験
で
理
科
2
科
目
が
課
せ

ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
れ
を
取
ら

な
い
よ
う
に
少
し
で
も
指
導
し
て
お
こ
う

と
考
え
た
の
だ
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
や
各
大
学
の
入
試
問
題

の
予
測
が
つ
か
な
い
中
、
工
夫
を
重
ね
な

が
ら
、
手
探
り
で
指
導
を
進
め
る
五
条
高

校
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ま
め
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

が
大
切
だ
と
伊
藤
先
生
は
言
う
。

　
「
新
課
程
入
試
が
ど
う
な
る
か
、
新
課

程
で
ど
の
よ
う
に
教
え
れ
ば
よ
い
の
か
と

い
う
正
解
は
、
誰
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
教
師
が
知
恵
を
絞
り
、
今

で
き
る
最
善
を
尽
く
し
、
指
導
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
指
導
の
妥
当
性
を

見
極
め
る
た
め
に
こ
ま
め
に
定
着
度
を
確

認
し
、
軌
道
修
正
を
し
な
が
ら
指
導
の
改

善
を
続
け
、
生
徒
の
進
路
希
望
の
実
現
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

学
習
内
容
が
増
え
、
入
試
で
理
科
の
科

目
数
が
増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
国
語
・

数
学
・
英
語
の
重
要
度
は
変
わ
ら
な
い
。

そ
う
し
た
中
、
国
数
英
と
ど
う
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
て
理
科
を
学
習
す
る
よ
う
生
徒
に

指
導
す
る
か
。
同
校
の
模
索
は
続
く
。

新課程　教科指導最前線 理科●履修科目の構成と学習内容の変化への対応の仕方

「
科
学
と
人
間
生
活
」
を

１
年
生
は
全
員
履
修

「
科
学
と
人
間
生
活
」
を

１
年
生
は
全
員
履
修

入
試
の
予
測
が
つ
か
な
い
か
ら
こ
そ

色
々
な
手
を
打
つ

入
試
の
予
測
が
つ
か
な
い
か
ら
こ
そ

色
々
な
手
を
打
つ

広
島
県
立
呉
昭
和
高
校

メ
リ
ハ
リ
を
付
け
た
授
業
展
開
で

生
徒
に
負
担
を
掛
け
ず
に

自
然
科
学
へ
の
興
味
を
高
め
る

学
校
事
例　
２

物
理
や
生
物
の
補
習
で

学
習
意
欲
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

物
理
や
生
物
の
補
習
で

学
習
意
欲
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
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の
苦
手
な
生
徒
が
比
較
的
多
い
本
校
の
よ

う
な
高
校
こ
そ
、
１
・
２
年
生
の
う
ち
に

数
学
や
理
科
へ
の
関
心
を
高
め
る
工
夫
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
語
る
。

　

１
年
生
で
は
、
理
科
は
「
科
学
と
人
間

生
活
」（
２
単
位
）
の
み
を
全
員
履
修
す

る
。２
年
生
で
は
、「
化
学
基
礎
」（
３
単
位
）

が
必
修
、更
に
「
物
理
基
礎
」「
生
物
基
礎
」

（
各
３
単
位
）
か
ら
１
科
目
選
択
と
な
る
。

３
年
生
で
は
、「
物
理
」「
化
学
」「
生
物
」

（
各
３
単
位
）
か
ら
選
択
と
し
て
い
る
。

　
「
現
在
の
教
育
課
程
の
枠
組
み
は
前
任

者
が
決
め
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
意
図
は

理
数
科
目
、
特
に
理
科
に
苦
手
意
識
を
持

つ
生
徒
の
負
担
を
軽
く
し
な
が
ら
、
幅
広

く
自
然
科
学
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

同
校
で
は
、
旧
課
程
で
も
理
科
は
１
年

生
で
は「
理
科
総
合
」の
み
の
履
修
で
、「
化

学
Ⅰ
」
は
２
年
生
で
２
単
位
、
３
年
生
で

２
単
位
と
分
割
履
修
と
し
て
い
た
。
１
年

生
で
国
語
・
数
学
・
英
語
の
３
教
科
を
習

熟
度
別
授
業
と
し
て
い
る
た
め
、
理
科
の

負
担
を
軽
く
す
る
分
、
国
数
英
の
３
教
科

の
学
習
に
時
間
を
掛
け
て
ほ
し
い
と
い
う

配
慮
か
ら
だ
。
新
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

も
、
そ
う
し
た
考
え
を
受
け
継
い
だ
も
の

だ
と
、
佐
藤
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　

１
年
生
全
員
が
「
科
学
と
人
間
生
活
」

を
学
ぶ
こ
と
は
「
中
学
校
の
理
科
の
学
び

直
し
の
機
会
に
な
る
と
共
に
、
２
年
生
以

降
の
選
択
科
目
を
考
え
る
た
め
の
土
台
づ

く
り
に
な
る
」
と
、
佐
藤
先
生
は
話
す
。

　
「
私
た
ち
の
世
代
は
、
高
校
時
代
に
物

理
、
化
学
、
生
物
、
地
学
の
基
礎
を
広
く

学
ん
だ
も
の
で
す
。
そ
れ
が
あ
っ
て
、
理

科
を
全
般
的
に
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
は
、
化
学

の
授
業
で
、
関
連
す
る
物
理
や
生
物
の
分

野
を
話
し
て
も
、
物
理
や
生
物
を
履
修
し

て
い
な
い
生
徒
も
お
り
、
理
解
さ
せ
る
の

が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
理
科
は
科

目
が
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
４

科
目
が
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
中
学

校
ま
で
の
理
科
の
知
識
を
整
理
し
、
自
然

科
学
の
素
養
を
ト
ー
タ
ル
に
培
う
と
い
う

意
味
で
、『
科
学
と
人
間
生
活
』
は
本
校

の
生
徒
に
と
っ
て
は
と
て
も
良
い
科
目
だ

と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
佐
藤
先
生
は
、「
科
学
と
人
間

生
活
」
を
「
市
民
と
し
て
必
要
な
科
学

的
な
知
識
、
も
の
の
見
方
を
身
に
付
け
る

チ
ャ
ン
ス
に
し
た
い
」
と
話
す
。

　
「
前
任
校
で
の
経
験
で
す
が
、
３
年
生

３
学
期
の
授
業
で
『
理
科
の
疑
問
に
先
生

が
何
で
も
答
え
ま
す
』
と
質
問
を
募
っ
た

と
こ
ろ
、
生
徒
か
ら
『
空
は
ど
う
し
て
青

い
の
か
』
な
ど
素
朴
な
疑
問
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
中
に
は
、
不

思
議
に
思
っ
て
も
授
業
な
ど
で
掘
り
下
げ

ず
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

こ
と
が
高
校
３
年
生
に
な
っ
て
も
説
明
で

き
な
い
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
理
科
を
履
修
し

た
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
少
し
で
も
理
科
へ

の
興
味
を
深
め
、
そ
の
知
識
を
身
に
付
け

て
卒
業
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

生
徒
か
ら
の
質
問
と
私
の
回
答
を
冊
子
に

ま
と
め
、
生
徒
に
配
布
し
ま
し
た
」

　

電
化
製
品
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
う

と
、
科
学
的
な
用
語
が
た
く
さ
ん
出
て
く

る
。
し
か
し
、
理
科
の
知
識
や
科
学
的
な

も
の
の
考
え
方
が
身
に
付
い
て
い
な
け
れ

ば
、
疑
似
科
学
に
だ
ま
さ
れ
、
消
費
者
と

し
て
被
害
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
た
と
え
入
試
科
目
と
し
て
必
要
が
な

く
て
も
、
生
き
る
た
め
の
知
識
と
し
て
理

科
を
学
ば
せ
た
い
と
佐
藤
先
生
は
語
る
。

　
「『
科
学
と
人
間
生
活
』の
教
科
書
に
は
、

生
き
て
い
く
上
で
生
徒
に
知
っ
て
お
い
て

ほ
し
い
科
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
１
〜
４

編
の
各
編
は
２
つ
の
章
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
が
、
学
習
指
導
要
領
で
は
、
生
徒
の

興
味
・
関
心
を
見
な
が
ら
１
つ
の
章
を
選

択
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２

年
生
で
『
化
学
基
礎
』
が
必
修
と
な
る
本

校
で
は
、
や
や
化
学
分
野
に
重
き
を
置
き

つ
つ
、
実
験
や
作
業
を
意
識
的
に
取
り
入

れ
な
が
ら
生
徒
の
興
味
を
喚
起
す
る
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

13
年
度
、
佐
藤
先
生
は
「
科
学
と
人
間

広
島
県
立
呉
昭
和
高
校

◎
１
年
生
で
は
国
語
・
数
学
・
英
語
の
３
教
科
で
習
熟
度

別
の
授
業
を
展
開
。
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
習
得
を
目
指

し
て
い
る
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学　

◎
全
校
生
徒
数
２
５
８
人　

◎
２
０
１
３
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立

大
は
、山
口
大
、福
岡
教
育
大
に
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

東
海
大
、
立
命
館
大
、
広
島
経
済
大
、
広
島
工
業
大
、
広

島
国
際
大
、
広
島
修
道
大
な
ど
に
延
べ
56
人
が
合
格
。
約

４
割
の
生
徒
が
短
大
、
専
修
学
校
に
進
学
す
る
。

興
味
・
関
心
を
土
台
に

理
解
し
や
す
い
流
れ
を
つ
く
る

興
味
・
関
心
を
土
台
に

理
解
し
や
す
い
流
れ
を
つ
く
る

市
民
と
し
て
必
要
な
幅
広
い

科
学
知
識
を
身
に
付
け
る

市
民
と
し
て
必
要
な
幅
広
い

科
学
知
識
を
身
に
付
け
る

広
島
県
立
呉
昭
和
高
校

佐
藤
強

さ
と
う
・
つ
よ
し

　

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
教
務
主
任
。
化
学
担
当
。
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生
活
」
の
「
生
物
と
光
」
で
光
合
成
を
学

ば
せ
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
に
「
ど
う
し
て

葉
っ
ぱ
は
緑
な
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
提

示
し
、
次
に
「
光
の
性
質
と
そ
の
利
用
」

で
ス
ペ
ク
ト
ル
を
取
り
上
げ
た
。

　
「
関
連
性
の
あ
る
展
開
だ
っ
た
の
で
、

生
徒
は
関
心
を
持
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
い

ま
し
た
。
単
元
を
飛
び
越
え
な
が
ら
横
断

的
に
理
科
を
学
べ
る
の
が
こ
の
科
目
の
メ

リ
ッ
ト
で
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

化
学
反
応
式
も
「
化
学
基
礎
」
に
入
っ

て
か
ら
教
え
る
の
で
は
生
徒
の
関
心
は
引

き
付
け
に
く
い
。
そ
こ
で
、「
科
学
と
人

間
生
活
」
で
興
味
を
持
た
せ
、
そ
の
発
展

的
な
内
容
に
１
年
生
の
う
ち
に
触
れ
て
お

け
ば
、
２
年
生
以
降
の
理
解
が
進
む
と

い
う
手
応
え
を
感
じ
る
と
佐
藤
先
生
。
日

常
生
活
に
引
き
付
け
た
授
業
を
行
い
な
が

ら
、
適
宜
、「
化
学
基
礎
」「
化
学
」
の
内

容
に
言
及
す
る
授
業
を
心
掛
け
る
。

　
「
た
だ
、『
科
学
と
人
間
生
活
』
の
内
容

を
網
羅
的
に
押
さ
え
て
か
ら
２
年
生
で

『
化
学
基
礎
』
を
学
ば
せ
た
の
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、『
科
学
と
人
間
生
活
』
の
金
属

の
単
元
で
は
、
鉄
、
亜
鉛
な
ど
の
性
質
を

授
業
で
一
つ
ひ
と
つ
説
明
す
る
の
は
、
時

間
が
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
問
題
演
習

な
ど
を
通
じ
て
基
本
事
項
を
確
認
す
る
プ

リ
ン
ト
（
図
２
）
を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
夏
休
み
に
予
習
的
に
取
り
組
ま
せ
る
こ

と
で
、
授
業
で
説
明
に
掛
け
る
時
間
を
圧

縮
し
、
そ
の
分
、
実
験
な
ど
で
実
物
を
見

せ
た
方
が
よ
い
と
こ
ろ
、
論
理
的
な
思
考

力
を
養
う
た
め
に
繰
り
返
し
説
明
が
必
要

な
と
こ
ろ
に
時
間
を
掛
け
ま
し
た
」

　

た
だ
「
予
習
を
し
て
き
な
さ
い
」「
覚

え
て
き
な
さ
い
」
と
声
を
掛
け
る
だ
け
で

は
、
教
科
書
を
開
い
て
も
何
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
生
徒
も
い
る
。
基
本

的
な
問
題
で
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
、
学
習

の
道
筋
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
自
習
プ
リ

ン
ト
も
生
徒
に
は
必
要
だ
と
、
佐
藤
先
生

は
説
明
す
る
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
で
入
試
科
目
と
し
て
課

さ
れ
な
い
「
科
学
と
人
間
生
活
」
は
、
生

徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
難
し
い

と
指
摘
す
る
声
は
確
か
に
あ
る
。し
か
し
、

同
校
に
お
い
て
は
、
実
験
に
時
間
を
掛
け

な
が
ら
、「
な
ぜ
？
」
を
生
徒
に
問
い
掛

け
る
こ
と
で
、
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
「
実
験
に
よ
っ
て
生
徒
の
関
心
を
引
き

出
せ
る
の
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
幼
少
時
代
の
日
常
的
な
遊
び
の
中

で
の
多
様
な
体
験
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

今
、
実
験
を
す
る
意
味
は
大
き
い
と
感
じ

ま
す
。
時
間
の
制
約
に
よ
り
授
業
で
出
来

な
け
れ
ば
、
自
宅
で
出
来
る
実
験
も
あ
り

ま
す
。
水
の
中
に
牛
乳
や
砂
糖
水
な
ど
比

重
の
違
う
液
体
を
入
れ
て
層
を
つ
く
る
実

験
な
ど
は
、家
で
も
簡
単
に
出
来
ま
す
し
、

生
徒
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
授
業
と
い
う
場
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
家

庭
で
も
『
な
ぜ
？
』
と
思
わ
せ
る
体
験
を

積
ま
せ
る
よ
う
、
自
宅
で
取
り
組
め
る
課

題
を
精
選
し
て
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

基
礎
科
目
や
基
礎
を
付
さ
な
い
科
目
に

進
ん
だ
時
、
近
年
の
生
徒
の
計
算
力
、
国

語
力
の
低
下
が
学
習
の
障
壁
に
な
る
こ
と

は
今
後
ま
す
ま
す
予
想
さ
れ
る
。
佐
藤
先

生
は
「
だ
か
ら
こ
そ
、１
年
生
の
段
階
で
、

じ
っ
く
り
考
え
れ
ば
解
け
る
・
書
け
る
と

い
う
達
成
感
を
、
平
易
な
問
題
で
与
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
強
調
す
る
。

「
科
学
と
人
間
生
活
」
が
生
徒
に
と
っ
て

理
解
し
や
す
い
科
目
で
あ
る
ゆ
え
、
課
題

プ
リ
ン
ト
や
板
書
を
工
夫
し
、「
科
学
的

な
事
象
を
自
分
で
理
解
で
き
て
い
る
」
と

い
う
達
成
感
を
与
え
る
こ
と
が
、
よ
り
教

師
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

夏休みに取り組ませた金属の単元のプリント図２
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